
じもと民が応援

長岡さん自身、高校卒業後2年間は大阪で働い
ていたUターン者。現在は自家用野菜やハーブ
の栽培などをしながら庭づくりなどの趣味を楽し
んでいます。長岡さんは、自宅の庭に、地元の方
や外から来られた方、Uターンされた方たちが気
軽に集うことができる庵を自作しました。「Uター
ンの支援は制度も必要ですが、じもとにとけこみ
やすい雰囲気づくりが大切。人がつくるセーフ
ティネットであたたかく迎えたい」と話します。

道路沿いの擁壁の苔を柔らかな素材で削り、楽
しい絵を出現させた「苔物語」は、じもとの人や
この地を訪れた人の目を楽しませています。井
上さんの雑貨は、伊方町内の道の駅などで販売
中。「みんなの憩いの場に」と長岡夫妻が整備し
ている庭は、撮影時は冬で花が少ないが、これ
からが楽しみな場所です。
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大江地区在住
長岡伝之さん、多賀子さん

2017年4月に佐田岬灯台が初点灯
から100年目を迎えることから、それを
記念して５月に「佐田岬灯台点灯100
年祭」が大々的に開催されます。夏に
は花火大会、魚のつかみ取りなど趣

魅力あるイベントの数々

向を凝らしたイベントが行われるほ
か、秋祭りでの五ツ鹿や牛鬼、唐獅
子、伝統行事のしゃんしゃん踊りなど、
季節毎に異なった町の良さが感じら
れます。
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追
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